
履
歴
書
に
は

出
張
ノ
目
的

本
年
五
月
ョ
リ
九
月
二

至
ル

五
ヶ
月
間
佛
國
巴
里
二
於
テ
開

催
ノ
巴
里
萬
國
博
覧
會
ニ
ハ
日
本
館
設
置
セ
ラ
レ
本
邦
代
表
的
美
術
工
藝

品
ヲ
陳
列
ス
ル
コ
ト
、
ナ
リ
タ
ル
ガ
之
ガ
陳
列
方
法
ハ
従
来
ト
ハ
全
ク
異

リ
タ
ル
配
置
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
之
ガ
説
明
監
督
ノ
為
メ
ニ
ハ
人
ヲ
派

遣
ス
ル
ノ
要
ア
リ
偶
々
萬
國
博
覧
會
協
會
ョ
リ
人
選
方
本
校
二
依
頼
シ

来
リ
タ
ル
為
田
邊
赦
授
ヲ
派
遣
シ
右
事
務
ヲ
慮
理
セ
シ
メ
序
ヲ
以
テ
七
月

三
十
日
ョ
リ
八
月
五
日
迄
巴
里
二
於
テ
開
催
ノ
第
八
回
國
際
美
術
赦
育
會

議
〔
第
八
回
素
描
及
び
応
用
美
術
国
際
会
議
〕

二
出
席
セ
ジ
ム
ル
ニ

ア
リ

出
張
期
間
六
月
下
旬
ョ
リ
九
月
末
日
二
至
ル

三
ヶ
月
半

旅
費
ノ
支
途
萬
國
博
覧
會
協
會
ヨ
リ
支
出
ノ
見
込

(「遠
咋
十
職
員
関
係
書
類
蝉
位」）

と
あ
り
、
和
田
と
違

っ
て
具
体
的
用
務
を
帯
び
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
な
お
、

田
辺
は
追

っ
て
朝
鮮
総
督
府
か
ら
も
外
国
事
情
調
査
を
嘱
託
（
無
給
）
さ
れ

た
。
同
年
十
月
十
四
日
に
帰
国
し
て
い
る
。

⑫

大
峡
秀
栄
の
起
用

昭
和
十
二
年
九
月
二
十
四
日
、
大
峡
秀
栄
を
講
師
（
修
身
授
業
担
当
)
を
嘱

託
し
た
。
大
峡
は
明
治
―
――
十
四
年
山
形
県
に
生
ま
れ
、
米
沢
中
学
興
譲
館
、
第

二
高
等
学
校
を
経
て
同
四
十
年
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
。

土

補

中

学

校
、
宮
崎
中
学
校
、
新
潟
医
学
専
門
学
校
に
勤
務
し
、
大
正
十
年
か
ら
同
十
二

年
ま
で
倫
理
学
、
教
育
学
研
究
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

費
留
学
し
た
。

ア
メ
リ
カ
ヘ
国

と
記
さ
れ
て
い
る
。
新
潟
医
専
退
官
後
は
明
治
専
門
学
校
、
大
正
大
学
、
大
東

文
化
学
院
、
成
蹂
高
等
学
校
等
に
勤
務
し
、
昭
和
十
一
年
に
は
文
部
省
か
ら
臨

時
教
科
書
用
図
書
調
査
を
、

翌
十
二
年
に

は
同
省
思
想
局
か
ら
日
本
文
化
講
義

講
師
を
嘱
託
さ
れ
、
ま
た
、
東
京
高
等
農
林
学
校
講
師
を
嘱
託
さ
れ
て
い
る
。

⑬

日
中
戦
争
開
始
と
そ
の
影
響

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
源
溝
橋
に
お
け
る
日
中
両
軍
の
衝
突
を
契
機
に
日

中
戦
争
が
開
始
さ
れ
、
本
校
も
例
に
漏
れ
ず
戦
時
体
制
の
影
響
を
強
く
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
戦
争
勃
発
に
よ
り
、
昭
和
十
二
年
中
に
職
員
で
は
斎

藤
幸
晴
、
大
江
雄
五
、
鳩
ヶ
谷
敏
治
、
関
野
克
、
清
水
平
吉
ら
が
召
集
を
受

け
、
生
徒
で
は
日
本
画
科

一
名
、
油
画
科
四
名
、
彫
刻
科
木
彫
部
一
名
、
研
究

科
一
名
が
応
召
、
そ
れ
以
前
か
ら
応
召
中
の
者
四
名
を
含
め
て
十
一
名
が
休
学

し
た
。
翌
十
三
年
に
応
召
に
よ
る
休
学
者
は
そ
の
倍
以
上
と
な
り
、
そ
の
後
も

新
た
に
召
集
さ
れ
た
者
、
召
集
解
除
に
よ
り
復
学
し
た
者
等
こ
も
ご
も
の
状
態

が
続
き
、
そ
の
間
に
戦
死
者
や
負
傷
者
も
出
始
め
て
、
緊
迫
し
た
空
気
に
包
ま

れ
て
行
っ
た
。

学
校
当
局
は
応
召
に
よ
る
休
学
者
に
対
し
て
は
そ
の
成
績
に
応
じ
て
特
別
進

級
、
特
別
卒
業
な
ど
の
措
樅
を
と
り
、
職
員
の
親
睦
団
体
で
あ
る
厚
誼
会
か
ら

認
彗
咋
闘

自
大
正
十
年
十
月

至
同
十
二
年
六
月

二
十
ヶ
月
間
於
獨
逸
國
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
學
リ
ッ
ケ
ル

〔
ヴ

ォ

ッ
ペ
ル
ミ

ソ
〕

ト
。
ヴ
ォ
バ

ー
ミ
ン
、
ヤ
ス

パ
ー
ス
、

マ
イ
ヤ

ー
、
ホ

フ

マ
ソ
諸
教
授
二
就
テ
哲
學
、
宗
赦
哲
學
、
心
理
學
、
倫
理

學
、
数
育
學
妍
究

〔
マ

マ
〕

英
獨
佛
米
五
ヶ
國
ヲ
旅
行
シ
数
育
事
情
ヲ
視
察
研
究

759 第15節 昭和 12年



四
、
前
項
二
闊
シ
調
査
ノ
上
詳
細
八
月
十
五
日
迄
二
報
告
ス
ル
コ

ト
、
尚
夏

休
業
明
ケ
ノ
就
學
状
況

ハ
之
ヲ
遅
滞
無
ク
報
告
ス
ル
コ
ト

（「輝
螂
証
誌
氏
侶
外
国
人
生
徒
二
関
ス
ル
湛
類
畔
直
l
)

ナ
ス
コ
ト

三
、
夏
季
休
業
卜
雖
モ
渦
支
留
學
生
二
就
イ
テ
ハ
蹄
園
、
在
留
ノ
別
、
在
留

中
ノ
居
所
ヲ
明
ニ
シ
又
其
ノ
身
上
二
開
シ
テ
ハ
懇
切
周
到
ナ
ル
補
媒
ヲ

フ
コ
ト

費
用
を
支
出
し
て
戦
地
に
居
る
生
徒
や
内
地
の
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
生
徒

に
慰
問
品
を
贈
っ
た
り
し
た
。

次
に
、
日
中
両
国
間
の
関
係
が
極
度
に
悪
化
し
た
た
め
に
、
中
国
人
留
学
生

た
ち
は
留
学
継
続
が
困
難
と
な

っ
た
。
開
戦
の
翌
月
の
八
月
一
二
日
、
文
部
省
は

所
轄
の
諸
学
校
に
対
し
て
次
の
通
牒
を
発
し
た
。

粕
支
雨
國
人
學
生
々
徒
ノ
取
扱
二
閥
ス
ル
件

今
般
北
支
二
於
ケ
ル
事
焚
ノ
勃
焚
二
伴
ヒ
各
學
校
二
於
テ
ハ
特
二
満
支
雨
園

人
學
生
生
徒
ノ
取
扱
二
闘
シ
左
記
要
項
二
依
リ
適
宜
ノ
方
策
ヲ
講
シ
其
ノ
保

護
監
晋
上
寓
逍
漏
無
キ
ヲ
期
七
ラ
レ
度
此
段
依
命
及
通
牒

コ」
1111

ロ

一
、
数
職
員
ハ
素
ョ
リ
一
般
學
生
々
徒
ハ
大
國
民
タ
ル
ノ
襟
度
ヲ
失
ハ
ス
滴

支
特
二
支
那
人
留
學
生
二
劉
ヽ
ン
テ
ハ
徒
二
之
ヲ
刺
戟
ス
ル
カ
如
キ
言
動

ヲ
惧
ム
ト
共
二
彼
等
ヲ
シ
テ
不
安
動
揺
二
陥
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
ク
、
努

メ
テ
其
ノ
素
志
ヲ
遂
ケ
シ
ム
ル
様
配
慮
ス
ル
コ
ト

二
、
留
學
生
ト
ノ
聯
絡
ハ
一
層
之
ヲ
緊
密
ニ
シ
常
二
其
ノ
動
向
二
注
愁
ヲ
彿

配
屈
将
校
外
職
員
約
五
十
名

四
、
参
加
者
職
員
生
徒
約
六
百
名

本
校
々
庭

本
件
に
関
連
し
て
夏
休
み
明
け
の
九
月
二
十
一
日
に
本
校
が
文
部
省
に
提
出

し
た
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
満
州
国
留
学
生
五
名
中

一
名
が
休
み
中
帰
国
し
た
ま

ま
登
校
せ
ず
、
中
華
民
国
留
学
生
九
名
中
六
名
は
休
み
中
掃
国
し
た
ま
ま
登
校

せ
ず
、

一
名
が
休
み
明
け
に
帰
国
し
た
。
帰
国
者
に
つ

い
て
は
同
年
十
月
十
三

日
の
文
部
省
の
通
牒
に
よ
り
「
便
宜
休
学
等
ノ
取
扱
」
が
な
さ
れ
、
当
分
学
籍

留
保
の
措
樅
が
と
ら
れ
た
。
同
十
三
年
五
月
末
の
本
校
の
調
査
で
は
中
華
民
国

留
学
生
全
員
が
休
学
、
満
州
国
留
学
生
全
員
が
登
校
中
と
い
う
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
旅
溝
橋
事
件
を
挟
ん
で
留
日
中
国
人
（
中
華
民
国
と
満

州

帝

国
）
学
生
総
数
五
九
五
八
名
が
一

九
〇
六
名
へ
と
激
減
し
た
（

『
国
噸
肛
芦

中
華

民
国
残
留
学
生
名
箔
』
昭
和
十
二
年
十
二
月
、
日
華
学
会
）
。

十
二
年
夏
に
帰
国
し
た
本
校
の
中
華
民
国
留
学
生
朱
坤、

玉
式
廓
、
趙
埓
、

蔽
成
輝
、
閻
振
宇
、
胡
光
弼
、
沈
柏
年
、
沈
寿
澄
、
許
統
琉
の
九
名
は
二
十
年

三
月
――-
+
―
日
付
で
除
籍
と
な
っ

た
。

昭
和
十
二
年
十
二
月
十
三
日
、
日
本
軍
は
南
京
を
占
領
。
国
内
で
は
戦
勝
埼

祝
の
催
し
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
本
校
も
左
記
の
要
領
で
奉
祝
行
進
を
行
な
っ

こ
。
t
 

日

二
、
時
刻 戦

勝
奉
祝
行
進
要
項

一
、
期
日
南
京
陥
落
ノ
営
日
ト
ス
（
但
公
報
午
後
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
翌

尚
裳
日
雨
天
及
日
曜
日
二
相
霜
ル
ト
キ
ハ
其
翌
日
ト
ス
）

午
後

一
時

三
、
集
合
場

五
、
監
督
者
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行列

中央芝旧徹心校長旗手小森五郎

（小森五郎氏提供）

南京陥落炭祝旗

六
、
隊
列
ノ
編
成
全
校
生
徒
ヲ
平
素
訓
練
ノ
際
二
於
ケ
ル
謳
分
二
従
ヒ
五

個
中
隊
二
編
成
｀
ン
中
隊
長
及
小
隊
長
ニ
ハ
生
徒
ヲ
以
テ
之
二
充
テ
各
中

隊
間
ノ
距
離
ハ
十
米
ト
シ
其
間
二
職
員
ヲ
配
箇
、
ン
テ
監
督
セ
シ
メ
校
旗

ヲ
先
頭
二
隊
伍
整
然
卜
行
進
ス

行
進
中
ハ
取
締
官
ノ
指
揮
二
従
ヒ
國
旗
以
外
ノ
器
物
ヲ
携

七
、
遵
守
事
項

帯
セ
｀
ン
メ
ズ

八
、
通
行
鰹
路
校
庭
ョ
リ
上
野
公
園
ヲ
罷
テ
上
野
廣
小
路
ヲ
通
リ
紳
田
旅

籠
町
ョ
リ
右
折
、
ン
テ
佐
柄
木
町
二

出
デ
小
川
町
ヲ
左
折
｀
ン
テ
紳
田
橋
ヲ

渡
リ
馬
場
先
門
ョ
リ
ニ
重
橋
前
廣
場
二
至
リ
萬
歳
ヲ
齊
唱
シ
テ
解
散
ス

（
「
闘
昇
一
辱
庶
務
掛
雑
宮
類
嗜
」）

な
お
、
東
京
音
楽
学
校
で
は
こ
の
非
常
時
局
に
際
し
国
民
精
神
総
動
員
の
趣

旨
を
発
揚
す
べ
く
「
聖
戦
讃
歌
」
（
作
歌
者
乗
杉
嘉
寿
、
選
曲
者
東
京
音
楽
学

校
）
を
作
成
し、

昭
和
十
二
年
十
二
月
十
五
日
に
本
校
を
含
む
各
方
面
に
配
布

し
た
。

⑭

日
本
画
科
生
徒
の
意
見

昭
和
十
二
年
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
、

美
術
界
は

松
田
改
組
後
の
混
乱
の
余
波
が
続
き
、
そ
の
中
で
、

「
新
し
い
藝
術
運
動
が
ほ

と
ん
ど
起
り
う
る
餘
地
が
な
い
と
い
っ
た
行
き
づ
ま
り
が
、
こ
の
敷
年
来
の
美

術
界
の
宜
情
な
の
で
あ
る
。」（
下
店
静
市
。
同
年
一
月
二
十
日

『
大
阪
時
事
新
報
』
）

と
か
「
横
山
大
観
氏
の
東
祥
精
神
主
義
と
い
ふ
言
葉
を
近
頃
し
ば
／
＼
見
聞
す

る
。
」
（
藤
田
嗣
治
。
同
年
二
月
五
日

『報
知
新
聞
』）
な
ど
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
た
が
、
日
本
画
の
分
野
で
は
行
き
づ
ま
り
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
幾
つ
か

の
新
し
い
組
織
が
生
ま
れ
た
。
同
年
二
月
二
十
八
日
に
本
校
日
本
画
科
の
事
実

上
の
主
任
教
授
結
城
素
明
が
川
崎
小
虎
、
青
木
大
乗
ら
と
作
っ
た
大
日
美
術
院

も
そ
の
―
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
趣
旨
と
い
う
の
は
、

「
従
前
の
歪
ん
だ

日
本
主
義
を
排
し
て
佛
数
渡
来
以
前
の
間
〈
の
日
本
主
義
に
よ
っ
て
制
作
に
嘗

る
」
（
同
年
三
月

一
日

『
東
京
日
日
新
聞
』）
と
い
う
、
大
分
注
釈
を
要
す
る
も
の

で
、
ま
た
そ
の
活
動
も
そ
れ
ほ
ど
新
鮮
味
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
日
本
画
科
生
徒
た
ち
の
煩
悶
は
徐
々
に
つ
の
っ
た

が
、
前
述
の
同
科
改
革
問
題

(715
頁
参
照
）
も
一
向
に
進
展
を
見
ず
、
問
題
解
決

の
見
通
し
は
つ
か
な
か
っ
た
。
左
記
の
文
は
右
の
状
況
下
に
お
け
る
一
生
徒
、

校
友
会
委
員
の
猪
飼
俊
一
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
猪
飼
は
昭
和
十
四
年
同
科

卒
。
第
三
回
新
文
展
に
入
選
し
た
も
の
の
、
翌
年
一
月
に
入
営
、
十
七
年
一
月

に
フ
ィ
リ
。ヒ
ン
で
戦
死
し
た
。

所
謂
新
日
本
盟
よ
り
學
校
に
於
け
る
我
々
の
仕
事
を
思
ふ猪
飼

近
頃
所
謂
日
本
盟
の
新
傾
向
の
展
覧
會
が
慮
々
に
開
か
れ
、
新

日
本

盟

俊
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